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五
月
女
　
稔

第
三
十
七
号

平
成
二
十
年
七
月
一
日

　

梅
雨
明
け
が
待
ち
遠
し
い
こ
の
頃
で
す

が
、
町
内
会
の
皆
様
に
は
益
々
ご
清
祥
の

事
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

又
、
日
頃
よ
り
何
か
と
町
会
運
営
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
る
五
月
十
六
日
に
町
会
の
総
会
が
開

催
さ
れ
、
多
数
の
皆
様
の
出
席
の
も
と
無

事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
、
町
会
の
新
年

度
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
又
、
副

会
長
始
め
と
す
る
役
員
の
皆
様
に
積
極
的

に
企
画
、
提
案
を
し
て
い
た
だ
き
。
町
会

運
営
に
反
映
さ
せ
て
住
み
良
い
安
全
な
町

会
に
な
る
様
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で

今
年
度
も
ど
う
ぞ
宜
し
く
ご
協
力
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
新
タ
ワ
ー
の
名
前
も
「
東
京

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
」
に
決
定
し
、
建
築
確
認

も
お
り
七
月
十
四
日
が
起
工
式
と
な
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
商
店
街
も
今
ま
で
以
上
に

活
気
づ
い
て
来
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

工
事
が
始
ま
る
と
交
通
の
量
が
多
く

な
る
の
で
交
通
安
全
に
十
分
注
意
し
て
下

さ
い
。
２
０
１
１
年
の
開
業
目
指
し
、
押

上
が
世
界
一
高
い
タ
ワ
ー
の
観
光
の
街
と

な
り
ま
す
の
で
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力

の
も
と
無
事
故
で
タ
ワ
ー
が
完
成
す
る
こ

と
を
願
い
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
説
明
会
で

は
来
年
の
八
月
頃
に
は
タ
ワ
ー
の
高
さ
が

二
百
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
立
ち
上
が
る
予
定

だ
そ
う
で
す
。

押
上
一
丁
目
仲
町
会

町
会
長

高
橋
邦
夫

【

町

会

長

の

挨

拶

】
9
月
12
日
（
金
）  

午
前
8
時 

神
酒
所
建
設 

正
午 

神
酒
所
完
成 

正
午
〜
5
時 

神
酒
所
受
付 

午
後
1
時 

宮
司
お
祓
い 

午
後
6
時
〜
7
時 

宵
宮 

午
後
7
時
30
分
〜
9
時 

祭
礼
踊
り

 

9
月
13
日
（
土
）  

午
前
9
時
〜
午
後
5
時 

神
酒
所
受
付 

午
前
10
時
30
分
〜 

子
供
神
輿
、
太
鼓

 
(

山
車)

神
社
参
拝  

午
後
2
時
〜 

子
供
神
輿
、
太
鼓

(

山
車)

町
内
巡
行 

午
後
4
時
30
分
〜 

祭
礼
模
擬
店
（
神 

酒
所
前
） 

9
月
14
日
（
日
）  

午
前
9
時
〜
正
午 

神
酒
所
受
付 

午
前
10
時
〜 

大
人
神
輿
町
内
巡
行

　

平
成
二
十
年
度
の
飛
木
稲
荷
神
社
祭
礼

の
予
定
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
ご
案
内
致

し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
随
時
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

　

タ
ワ
ー
の
名
称
が
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー

に
決
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
工
事
の
予
定

が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
ご
案
内
致
し
ま
す
。

工
事
期
間
は
約
三
年
六
ヶ
月
で
す
。
本
工

事
期
間
中
、
毎
日
二
百
台
の
ト
ラ
ッ
ク
の

出
入
り
が
あ
り
ま
す
が
、
押
上
地
区
の
通

過
量
は
少
な
い
と
の
こ
と
で
す
。

工
事
車
両
に
関
す
る
運
行
マ
ッ
プ
も
ご
案

内
い
た
し
ま
す
。
交
通
渋
滞
を
発
生
さ
せ

無
い
よ
う
に
、
計
画
地
周
辺
の
交
通
状
況

お
よ
び
道
路
網
の
現
状
を
踏
ま
え
て
運
行

経
路
を
決
定
す
る
と
の
こ
と
で
す

　

と
こ
ろ
で
こ
の
と
こ
ろ
、
各
地
で
地
震

の
被
害
に
遭
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
災
害
は

「
時
な
し
、
場
所
な
し
、
知
ら
せ
な
し
」
と

言
う
言
葉
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
常
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

　

結
び
に
町
内
の
皆
様
の
益
々
の
ご
繁
栄

と
ご
健
勝
を
祈
念
致
し
ま
し
て
、
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

【
飛
木
稲
荷
神
社
祭
礼
予
定
】 

【
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
】 

　

七
月
三
日
押
上
仲
町

会
会
館
前
の
北
澤
ビ

ル
に
燕
の
巣
を
発
見

し
ま
し
た
。
親
鳥
が
餌

を
与
え
る
光
景
が
見

ら
れ
ま
し
た
。

荒
井
金
次
氏
撮
影 

【
燕

の

巣

】 

　

生
コ
ン
発
祥
の
地
押
上
か
ら
歴
史
が
一

つ
消
え
ま
す
。

　

京
成
橋
か
ら
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
建

設
予
定
地
を
望
む

平
成
二
十
年
七
月

次
回
を
お
楽
し
み
に
!

【
押
上
地
区
の
変
貌

】 

　

第
三
十
一
回
隅
田
川
花
火
大
会

七
月
二
十
六
日
に
行
わ
れ
ま
す
。
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【

Ｏ

Ｓ

Ｔ

】

 

Ｏ
Ｓ
Ｔ
の
皆
様
お
元
気
で
す
か
。

梅
雨
時
の
お
天
気
が
は
っ
き
り
し
な
い
の

で
身
体
が
疲
れ
ま
す
が
、
如
何
で
す
か
。

五
月
十
五
日
に
墨
田
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

の
ハ
イ
キ
ン
グ
で
東
武
動
物
公
園
へ
行
っ

て
来
ま
し
た
。
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
醤
油
の
工

場
見
学
も
し
て
、
お
土
産
に
お
醤
油
の
小

ビ
ン
を
載
い
来
ま
し
た
。
十
八
日
の
日
曜

日
に
は
総
会
を
24
名
出
席
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
浅
草
大
増
の
お
弁
当
で
楽
し
く
お
昼

を
し
ま
し
た
。
そ
の
後
二
時
か
ら
四
月
五

月
生
ま
れ
の
方
達
の
誕
生
会
を
続
け
て
や

り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
六
月
十
七
日
墨
老

連
演
芸
大
会
に
出
演
す
る
た
め
コ
ー
ラ
ス

の
演
習
を
や
り
始
め
ま
し
た
。
当
日
は
午

前
と
午
後
に
一
曲
づ
つ
歌
っ
て
応
援
に
来

て
く
だ
さ
っ
た
方
達
と
一
緒
に
お
弁
当
を

食
べ
て
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。
七
月
一

日
に
は
焼
津
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
の
特
別
メ

ニ
ュ
ー
昼
食
と
江
戸
情
緒
す
ん
ぷ
夢
広
場

見
学
の
旅
に
行
き
ま
す
。
お
天
気
が
晴
れ

だ
と
良
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
し
ら
と
り
子
供
会
】

 

今
年
度
、
押
仲
し
ら
と
り
子
供
会
会
長
（
畑

中
）
と
会
長
代
理
（
中
尾
）
の
二
名
で
務
め
さ

せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
町
会
の
皆
様
に
は
、

日
ご
ろ
よ
り
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
心

よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

子
供
会
は
四
月
よ
り
一
名
の
新
入
生
を
迎
え
、

小
学
生
六
世
帯
七
名
、
中
学
生
三
世
帯
三
名
、

九
世
帯
十
名
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、
楽
し
い
夏
休
み
が
目
前
に
迫
る
中
、

子
供
会
で
は
夏
休
み
の
イ
ベ
ン
ト
を
検
討
し
ま

し
た
が
、
残
念
な
が
ら
参
加
者
不
足
の
た
め
見

送
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

年
々
、
子
供
会
員
の
減
少
が
懸
念
さ
れ
ま
す

が
、
互
い
に
協
力
し
合
い
、
出
来
る
限
り
お
手

伝
い
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
、
皆
様
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【

山

陰
　

Ⅲ

】

石
田
輝
雄

走
る
電
車
の
窓
外
、
所
々
に
頂
を
一
線
に
刈

り
込
ん
だ
松
の
並
木
が
家
の
前
に
高
い
塀
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
此
の
土
地
の
一
種
の

防
風
林
で
あ
り
築
地
松
と
言
い
現
在
は
数
え

る
程
に
減
っ
た
と
聞
い
た
。
雨
が
す
っ
か
り

上
が
っ
た
頃
大
社
駅
に
到
着
。
商
売
気
た
っ

ぷ
り
の
運
転
手
さ
ん
が
走
っ
て
く
る
。
さ
す

が
と
思
う
。
交
渉
成
立
。
此
の
運
転
手
さ
ん

仲
々
の
案
内
人
す
こ
ぶ
る
満
足
。
タ
ク
シ
ー

出
発
。
大
国
主
命
の
銅
像
の
前
で
先
ず
パ
チ

リ
。
本
殿
に
手
を
合
わ
せ
る
。
さ
す
が
に
日

本
の
大
社
。
言
う
事
無
し
と
家
内
と
共
に
大

満
足
。
神
殿
の
左
右
に
並
ぶ
小
さ
な
神
社
は

陰
暦
十
月
の
神
無
月
に
諸
国
の
神
々
が
出
雲

に
来
て
宿
泊
さ
れ
る
所
の
由
で
神
国
と
言
わ

れ
る
日
本
の
如
何
に
も
楽
し
い
言
い
伝
え
と

言
う
か
心
持
良
い
と
思
う
。
出
雲
阿
国
の
お

墓
（
歌
舞
伎
の
基
礎
を
築
い
た
）
へ
お
参

り
。
次
で
日ひ

の
み
さ
き

御
碕
神
社
に
向
か
う
（
此
の
ミ

サ
キ
は
石
偏
で
あ
る
）
海
岸
の
道
路
左
側
に

笹
子
島
や
筆
投
島
が
見
え
る
。
こ
の
日
、
日

御
碕
神
社
は
徳
川
家
光
が
建
て
た
権
現
造

り
で
内
部
は
極
彩
色
で
あ
る
。
上
の
宮
は

素す
さ
の
う
の
み
こ
と

戔
嗚
尊
を
下
の
宮
は
天
照
大
神
を
祭
る
由

で
重
要
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
。
途
中
経ふ

み
し
ま島

に
降
り
る
。
大
き
な
岩
島
で
ウ
ミ
ネ
コ
の
繁

殖
地
と
し
て
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い

る
由
で
、
無
数
の
ウ
ミ
ネ
コ
が
群
れ
を
な
し

て
飛
び
交
い
鳴
き
声
が
騒
々
し
い
位
だ
。
日

御
碕
灯
台
に
着
く
。
芳
し
い
香
り
に
つ
ら
れ

て
茶
店
に
入
り
、
イ
カ
焼
き
を
食
べ
る
。
食

べ
て
納
得
。
此
の
地
方
は
関
東
の
様
に
醤
油

を
使
わ
ず
「
た
ま
り
」
で
あ
る
。
と
ろ
り
と

し
て
色
は
濃
い
が
甘
味
が
あ
る
。
勿
論
こ
れ

は
私
共
関
東
人
間
の
言
う
事
で
あ
る
。
日

御
碕
灯
台
は
高
さ
四
十
四
メ
ー
ト
ル
で
東
洋

一
と
の
事
。
ま
た
四
十
六
万
燭
光
の
明
り
は

四
十
キ
ロ
の
海
上
ま
で
照
ら
す
明
る
さ
で
あ

る
と
。
灯
台
に
登
り
日
本
海
を
望
見
す
る
も

天
候
不
良
で
視
界
が
少
な
い
。
今
夜
の
宿
は

大
社
町
町
営
の
国
民
宿
舎｢

眺て
ょ
う
て
ん
そ
う

欄
荘｣

何

と
も
立
派
な
建
物
で
あ
る
。
夜
の
灯
台
を
望

み
乍
の
夕
食
は
一
杯
と
共
に
又
格
別
。
遠
い

海
上
の
イ
カ
つ
り
舟
の
明
か
り
も
又
旅
情
一

入
の
感
。
翌
朝
は
天
候
芳
し
か
ら
ず
、
ハ
イ

ヤ
ー
を
呼
び
少
々
早
目
の
出
発
と
す
る
。
雨

は
本
降
り
と
な
る
。
神か

ん
ど戸
川
に
沿
っ
て
登
っ

て
行
く
。
出
雲
市
か
ら
南
方
へ
約
十
二
キ
ロ

の
地
点
立た

て
く
え
き
ょ
う

久
恵
峡
に
着
く
。
神
田
川
が
集
塊

岩
地
帯
を
浸
食
し
た
渓
谷
で
山
陰
の
耶
馬
溪

と
言
わ
れ
る
名
勝
地
（
天
然
記
念
物
に
指
定

さ
れ
て
い
る
）
雨
未
だ
止
ま
ず
。
再
び
車
中

の
人
と
な
る
。
走
行
中
に
漸
く
雨
上
が
る
。

弱
い
乍
ら
陽
も
顔
を
出
す
。
左
側
に
宍
道

湖
。
湖
岸
の
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
で
コ
ー
ヒ
ー
タ

イ
ム
。
宍
道
湖
は
周
囲
約
五
十
キ
ロ
。
最
深

部
は
六
メ
ー
ト
ル
程
。
そ
し
て
宍
道
湖
に
流

れ
込
む
三
陽
川
沿
い
に
行
く
と
、
名
湯
玉
造

温
泉
郷
に
出
る
。
運
転
手
さ
ん
の
勧
め
で
一

見
の
価
値
あ
り
と
言
う
足
立
美
術
館
に
車
を

止
め
る
。
天
候
回
復
し
て
熱
い
位
の
陽
差
と

な
る
。
こ
の
美
術
館
は
白
い
立
派
な
近
代
建

築
。
之
は
安
来
市
古
川
町
出
身
の
実
業
家
、

足
立
全
康
氏
が
収
集
し
た
美
術
品
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
を
元
に
昭
和
四
十
五
年
に
設
立
し
た

も
の
と
聞
く
。
陶
芸
・
木
彫
・
童
画
等
、
特

に
日
本
画
は
私
の
好
む
横
山
大
観
・
河
合
玉

堂
・
竹
内
栖
鳳
等
々
実
物
が
展
示
さ
れ
て
居

り
何
と
も
垂
涎
。
館
内
の
庭
園
も
又
一
入
観

賞
の
価
値
あ
り
と
感
じ
た
。
車
を
進
め
出
雲

一
の
名
刹
と
言
わ
れ
て
い
る
安
来
清
水
寺
に

向
か
う
。
推
古
天
皇
の
頃
の
開
基
と
言
わ
れ
、

本
堂
は
室
町
時
代
の
古
建
築
と
か
（
重
要
文

化
財
）。
白
木
造
り
の
三
重
の
塔
が
本
堂
左

手
奥
に
あ
り
、
お
参
り
し
真
っ
暗
な
塔
上
ま

で
上
っ
て
み
た
。
米
子
駅
で
ハ
イ
ヤ
ー
と
お

別
れ
。
快
速
富
岡
行
で
浜
村
駅
着
。
浜
村
は

温
泉
と
し
て
有
名
、
そ
し
て
貝
が
ら
節
の
本

場
で
あ
る
。
今
夜
は
駅
近
く
の
旅
館
松
の
家

に
泊
ま
る
。
翌
朝
は
ハ
イ
ヤ
ー
で
浜
の
家
を

後
に
す
る
。
先
ず
白は

く
と兎
海
岸
に
向
か
う
。
海

岸
を
走
る
国
道
の
南
側
の
丘
上
に
あ
る
の
が

豊
玉
姫
を
ま
つ
る
古
杜
即
ち
白
兎
神
社
で
あ

る
。
お
参
り
し
海
岸
へ
出
る
、
再
び
車
。
途

中
湖こ

や
ま
い
け

山
池
で
小
憩
、
周
囲
十
六
キ
ロ
の
潟

湖
で　
《
伝
説
と
し
て
は
池
は
立
派
な
水
田

だ
っ
た
が
欲
の
深
い
湖
山
町
者
は
田
植
が
終

わ
ら
ぬ
う
ち
に
西
に
沈
ん
で
ゆ
く
夕
日
を
見

て
扇
を
も
っ
て
招
き
返
し
一
日
で
田
植
を
終

わ
ら
せ
た
。
と
こ
ろ
が
翌
朝
に
な
る
と
田
は

跡
形
も
無
く
湖
と
な
っ
て
い
た
。
と
伝
え
ら

れ
て
居
る
》
今
は
農
業
用
水
と
し
て
貯
水
さ

れ
て
居
る
と
の
事
だ
。
し
ば
ら
く
走
っ
て
街

中
に
入
る
。
十
時
頃
鳥
取
砂
丘
に
着
く
。
少

時
休
息
し
て
か
ら
砂
丘
見
学
。
此
の
砂
丘
は

千
代
川
に
よ
っ
て
運
ば
れ
て
き
た
中
国
山
地

の
石
英
砂
が
日
本
海
の
波
に
打
ち
上
げ
ら
れ

長
い
年
月
の
間
に
推
積
し
た
も
の
と
の
事
で

美
し
い
風
紋
の
絵
模
様
は
す
ば
ら
し
い
。
此

の
旅
行
の
最
終
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
砂
丘
見
物

だ
っ
た
が
、
時
間
が
あ
る
。
運
転
手
さ
ん
の

勧
め
に
従
っ
て
鳥
取
城
跡
に
車
を
進
め
る
。

城
跡
は
久

き
ゅ
う
し
ょ
う松

公
園
と
言
う
。
山
陰
の
城
は
誠

に
壮
大
で
、
規
模
の
大
な
る
事
は
前
述
の
如

く
、
昔
を
し
の
ば
れ
る
と
言
う
の
が
印
象
で

あ
る
。「
ま
だ
時
間
は
充
分
あ
り
ま
す
よ
」
と

運
転
手
さ
ん
が
言
う｢

御
案
内
し
ま
し
ょ
う

｣
と
着
い
た
所
が
玄
忠
寺
と
言
う
寺
。
此
の

寺
の
住
職
仲
々
の
人
物
で
あ
る
「
皆
様
お
時

間
は
有
り
ま
す
か
」
の
問
い
は｢

少
々
な
ら

｣

と
答
え
る
と
、
ど
う
ぞ
お
上
が
り
下
さ
い

と
言
っ
て
寺
内
の
襖
絵
の
羅
漢
図
（
四
十
四

枚
）
の
説
明
か
ら
始
ま
り
寺
内
を
案
内
。
自

然
の
暖
か
さ
を
か
も
し
出
す
泥
ぼ
と
け
。

十
六
羅
漢
。
じ
ご
く
曼
荼
羅
等
も
展
示
さ
れ

て
い
る
。
昔
の
剣
豪
荒
木
又
右
衛
門
の
墓
の

在
る
寺
。
即
ち
玄
忠
寺
で
又
右
衛
門
の
遺
品

も
境
内
に
あ
っ
た
。
住
職
は
我
々
を
親
し
く

案
内
し
て
下
さ
っ
た
。
合
掌
。
車
を
鳥
取
駅

に
着
け
て
も
ら
う
。
十
二
時
三
十
分
発
急
行

「
砂
丘
」の
人
と
な
る
。
山
陰
よ
さ
よ
う
な
ら
。

車
中
旅
行
の
無
事
終
了
を
祝
っ
て
家
内
と
乾

杯
。
殊
の
外
う
ま
し
。
夕
刻
岡
山
駅
着
。
新

幹
線
ひ
か
り
二
四
二
号
に
乗
り
換
え
て
帰
京

と
し
た
。

【

編

集

後

記

】

　

新
タ
ワ
ー
の
名
前
が
「
東
京
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
」
に
決
ま
り
、
地
元
町
会
に
対
す
る
説

明
会
で
も
、
具
体
的
な
内
容
が
発
表
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
分
の
間
は
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の
工

事
関
係
車
両
の
通
行
で
周
辺
道
路
が
混
雑
す

る
で
し
ょ
う
し
、
平
行
し
て
行
わ
れ
る
東
京

都
や
墨
田
区
の
周
辺
工
事
事
業
で
、
余
計
に

ザ
ワ
ザ
ワ
と
し
た
状
態
が
続
き
ま
す
。
毎
日

２
０
０
台
程
度
の
車
両
が
出
入
り
す
る
そ
う

で
す
。

　

地
味
な
部
分
の
工
事
は
か
な
り
進
ん
で
い

る
よ
う
で
、
来
年
の
春
に
は
竹
の
子
の
よ
う

に
地
面
か
ら
タ
ワ
ー
の
足
部
分
が
見
え
る
よ

う
で
す
。
来
年
秋
に
は
２
０
０
ｍ
ぐ
ら
い
と

意
外
な
ほ
ど
の
高
さ
ま
で
伸
び
る
予
定
だ
そ

う
で
す
。

　

よ
う
や
く
新
タ
ワ
ー
の
出
現
が
実
感
出
来

る
段
階
に
進
み
ま
し
た
。
日
を
追
っ
て
進
む

工
事
と
共
に
、
押
上
地
域
の
好
ま
し
い
発
展

を
期
待
す
る
想
い
も
大
き
く
な
り
ま
す
。


